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図 1 ナノ秒パルスレーザで加工した NPD の SEM 画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図 2 フェムト秒パルスレーザで加工した NPD の SEM 画像 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
３. 論文賞受賞 

本研究では，まず NPD 工具の加工性能の検証として，既

存の研磨工程により成形された NPD を含む同形状の各種ダ

イヤモンド工具を用いた超硬合金のミーリング加工を実施した.

その結果，他種ダイヤモンド工具と比較して NPD ボールエン

ドミルは，高品位かつ安定した加工性能を長い切削距離にわ

たって維持することを確認した．また，逃げ面の仕上げ状態が

加工面粗さに直接影響を及ぼすことを明らかにし，NPD 工具

の優位性を引き出すには逃げ面の仕上げ状態が非常に重要

であることを確認した． 

これらの結果をふまえ，レーザ加工により NPD の高性能を

引き出しつつ，生産性の確保とコストを下げることを目的に，フ

ェムト秒レーザを使用し，高品位な面性状を有する工具を成

形する方法を検討した．結果として，総加工時間を 1 時間以

内に抑え，全自動で最終形状まで成形できることを確認した．

なお，検討内容の詳細については，受賞論文を参照していた

だきたい 5)． 

この度は，砥粒加工学会論文賞という栄誉ある賞をいただ

くことができ大変光栄である．この論文を評価していただいた

関係各位に厚くお礼を申し上げる．また，本研究を進めていく

上で大きな支えとなったのは、貴重な材料である NPD を絶え

ず使用できたことであり、NPD の素材や工具をご提供いただ

いた住友電工ハードメタル株式会社の皆様にもお礼を申し上

げる． 
 

４. ふりかえって 

レーザ加工に関する知識のなかった筆者が，ここまで研究

活動を進めてこられたのは，支えて下さった皆様のおかげと

深く感じている．本研究では，工具形状として一枚刃ボールエ

ンドミルの成形方法のみしか確立できておらず，任意の工具

形状を高精度に加工できる CAD/CAM の開発など，この成果

を実用化させるためにはまだ課題が多くあるのも事実である，

しかし，今回の受賞は今後の発展への期待も含まれてのもの

と考え，これに応えられるよう，より一層研究活動に邁進した

い． 
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